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次

に
「

⑥
富
士

山

登
山

鉄
道

構
想

の

技
術
的

確
認

事
項
に
つ
い
て
」
お
伺
い
し
ま
す
。 

県

で
は

現
在

、
山

梨
県

側
の

富

士
山

五
合

目
へ
の

交

通
シ

ス
テ

ム
を

、
車

か
ら

次

世
代

型
路

面
電

車
、

Ｌ

Ｒ
Ｔ

に
代

替
す

る
富

士
山

登

山
鉄

道
構

想
を

提
唱

し
て
い
ま
す
。 

構

想

の

「

基

本

コ

ン

セ

プ

ト

」

に

お

い

て

は

、 
 

既

存
の

道
路

を
そ

の
ま

ま
使

用

し
、

新
た

な
景

観
や

環

境
へ

の
影

響
を

抑
制

す
る

、

ま
た

、
架

線
レ

ス
を

前

提

に

、

先

進

的

な

技

術

導

入

に

向

け

た

検

討

・ 
 

実

証
を

行
い

、
富

士
山

に
ふ

さ

わ
し

い
交

通
シ

ス
テ

ム
の
導
入
を
目
指
す
、
と
し
て
い
ま
す
。 

そ

し

て

、
「

登

山

鉄

道

の

技

術

的

課

題

」

の

項

に 

お

い

て

は

、

登

坂

性

能

や

制

動

性

能

、

架

線

レ

ス 
 

シ

ス

テ

ム

の

導

入

な

ど

に

つ

い

て

、

厳

し

い 
 

 

自

然
環

境
の

富
士

山
に

対
応

で

き
る

よ
う

、
今
後
の 

 

検

討
・

検
証

を
行

う
こ

と
が

求

め
ら

れ
る

と
し

て
い

ま
す
。 

①

ま

ず

、

架

線

レ

ス

シ

ス

テ

ム

の

電

車

は

実

例

が 

あ

り

ま

す

が

、

そ

の

多

く

は

自

然

環

境

が

さ

ほ

ど 
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厳
し
く
な
い
平
地
路
線
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。 

特

に
安

全
は

譲
れ

な
い

条
件

で

あ
り

、
富

士
山
の

よ

う

な

厳

冬

期

を

含

む

厳

し

い

自

然

環

境

や

、 
 

急

勾
配

に
対

応
で

き
る

か
ど

う

か
は

検
証

が
必

要
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

メ
ー
カ
ー
や
専
門
家
に
よ
る
、
技
術
面
で
の
課
題
、

具
体
的
な
掘
り
下
げ
が
必
要
で
す 

②
次

に
、

運
行

支
障

に
関

す
る

対

策
と
し

て

、
雪
や

氷

、

落

石

な

ど

、

山

岳

地

帯

特

有

の

運

行

支

障

に 
 

対

す

る

対

策

と

し

て

、

危

険

予

測

個

所

へ

の

退

避 

シ

ェ
ー

ド
の

設
置

な
ど

の
検

討

が
必

要
と

考
え

ら
れ

ま
す
。 

③

次

に

、

Ｌ

Ｒ

Ｔ

で

の

最

急

勾

配

は

、

宇

都

宮 
 

 

ラ

イ
ト

レ
ー

ル
６

０
パ

ー
ミ

ル

（
６

％
）

の
運

行
と

さ

れ
て

お
り

、
箱

根
登

山
鉄

道

は
、

粘
着

式
鉄

道
、

静

摩
擦

に
頼

っ
て

走
行

す
る

、

Ｌ
Ｒ

Ｔ
と

同
じ

く
、

所
謂
鉄
道
、
鉄
車
輪
を
採
用
し
て
い
ま
す
。 

粘

着

式

鉄

道

と

し

て

は

日

本

で

最

大

の

勾

配

を 

登

る
こ

と
が

で
き

、
富

士
山

登

山
鉄

道
構

想
で
想
定 

さ

れ

て

い

る

の

と

同

じ

く

、

そ

の

最

急

勾

配

は 
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８

０
パ

ー
ミ

ル
で

す
。

連
続

す

る
急

坂
へ

の
技

術
的

対

応

は

、

未

踏

の

領

域

で

あ

り

、

安

全

率

を

含

め 
 

検
討
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す 

④

ま

た

、

箱

根

登

山

鉄

道

で

は

、

旧

い

技

術

で

は 
 

あ

っ

て

も

信

頼

性

の

あ

る

方

式

で

、

登

山

電

車

に 

散

水

タ

ン

ク

が

装

備

さ

れ

、

走

行

中

に

車

輪

と 
 

レ

ー

ル

の

間

に

水

を

ま

く

こ

と

で

摩

擦

力

を

低

下 

さ

せ

何

カ

所

か

存

在

す

る

、

急

カ

ー

ブ

の

脱

輪

を 

防

止
し

て
い

ま
す

。
こ

の
方

式

は
富

士
山

登
山

鉄
道

も

踏

襲

さ

れ

る

も

の

と

考

え

ら

れ

、

水

の

散

布

を 

行

う

こ

と

で

の

、

架

線

レ

ス

シ

ス

テ

ム

の

Ｌ

Ｒ

Ｔ 

給

電
方

式
に

危
険

や
不

具
合

が

生
じ

る
恐

れ
が

存
在

し
、
技
術
的
検
討
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

⑤
更

に
、

ブ
レ

ー
キ

は
４

種
類

を

想
定
さ

れ

て
い
ま

す

が
、

急
勾

配
の

富
士

山
の

厳

冬
期

で
は

、
車

両
の

登

坂
力

と
制

動
力

が
重

要
と

な

り
ま

す
。

特
に

下
り

坂

で

は

速

度

制

限

が

必

要

と

、

急

カ

ー

ブ

で

の 
 

水

散

布

が

必

要

な

た

め

、

相

反

す

る

想

定

で

の 
 

制
動
力
の
確
保
が
課
題
と
な
り
ま
す
。 

富

士
山

の
よ

う
な

厳
し

い
自

然

環
境

下
で

の
運
行
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は

未

知

数

で

あ

り

、

従

っ

て

、

具

体

的

な

技

術

的 
 

掘

り
下

げ
と

共
に

、
繰

り
返

し

の
実

験
、

一
側

面
で

無

い

多

面

的

な

デ

ー

タ

取

集

と

蓄

積

。

安

全

率

に 

余

裕
を

担
保

さ
せ

る
た

め
の

検

証
結

果
の

解
析

が
、

計
画
の
実
行
に
重
要
な
「
判
断
基
準
」
に
な
り
ま
す
。 

そ

こ
で

質
問

し
ま

す
。

以
上

の

五
項

目
に

つ
い
て

は

、
検

討
会

へ
の

提
案

事
項

、

検
証

項
目

、
議

会
の

判

断
基

準
と
し
て

必

要
と
考

え
ら

れ
る
も

の
で

あ
り
、

富

士
山

登
山

鉄
道

開
設

時
に

、

ク
リ

ア
し

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
「

あ
り

た
き

姿
」

と

し
て

、
特

に
重

要
度

の

高

い

必

須

の

項

目

だ

と

考

え

て

い

ま

す

が

、 
 

当
局
の
御
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。 

 

以

上
を

も
ち

ま
し

て
令

和
５

年

１
２

月
議

会
で
の

質

問

を

閉

じ

さ

せ

て

頂

き

ま

す

。

ご

清

聴

、

誠

に 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

長
崎
幸
太
郎
山
梨
県
知
事 

答
弁 

 

最

後
に

、
富

士
山

登
山

鉄
道

構

想
の
技

術

的
確
認

事
項
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 
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県

で
は

、
富

士
山

登
山

鉄
道

構

想
の
更

な

る
検
討

の
深
掘
り
に
向
け
、
事
業
ス
キ
ー
ム
や
技
術
的
課
題
、

法

制
度

に
つ

い
て

検
討

す
る

専

門
家

会
議

を
１

０
月

に
発
足
さ
せ
ま
し
た
。 

 

議

員
御

指
摘

の
５

つ
の

技
術

的

確
認
事

項

に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
、
技
術
課
題
検
討
部
会
に
お
い
て
、

調
査
・
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ま

ず
、

架
線

レ
ス

シ
ス

テ
ム

に

つ
い
て

は

、
バ
ッ

テ

リ
ー

方
式

や
ワ

イ
ヤ

レ
ス

給

電
な

ど
の

方
法

が
あ

り
ま
す
。 

 

そ

の
中

か
ら

、
航

続
距

離
・

必

要
と
な

る

設
備
・

冬

季
へ

の
対

応
と

い
っ

た
観

点

で
検

討
を

進
め

て
参

り
ま
す
。 

 

次

に
、

退
避

シ
ェ

ー
ド

の
設

置

に
つ
い

て

は
、
五

合

目
駅

舎
に

半
地

下
構

造
の

シ

ェ
ル

タ
ー

を
整

備
す

る
ほ
か
、
途
中
駅
に
も
設
置
す
る
予
定
で
す
。 

 

最

急
勾

配
へ

の
対

応
に

つ
い

て

は
、
海

外

に
お
い

て

１
０

０
パ

ー
ミ

ル
を

超
え

る

Ｌ
Ｒ

Ｔ
も

あ
る

こ
と

か

ら
、

検
討

部
会

に
お

い
て

、

こ
う

し
た

事
例

も
研

究
し
て
参
り
ま
す
。 
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架

線
レ

ス
の

給
電

方
式

に
お

け

る
水
に

よ

る
危
険

や

不
具

合
へ

の
対

応
に

つ
い

て

は
、

議
員

の
御

指
摘

を

踏
ま

え
、

今
後

し
っ

か
り

と

検
討

を
行

っ
て

参
り

ま
す
。 

 

最

後
に

、
制

動
力

の
確

保
に

つ

い
て
は

、

回
生
ブ

レ

ー
キ

の
ほ

か
、

機
械

式
や

レ

ー
ル

粘
着

式
・

圧
着

式

な
ど

、
複

数
の

ブ
レ

ー
キ

を

搭
載

予
定

で
あ

り
、

安
全
性
を
慎
重
に
検
証
し
ま
す
。 

 

今

後
も

引
き

続
き

検
討

部
会

に

お
い
て

、

技
術
的

な

確
認

事
項

の
調

査
・

検
討

を

進
め

、
エ

ビ
デ

ン
ス

に

基
づ

く
検

討
結

果
を

県
議

会

を
は

じ
め

県
民

の
皆

様
に
お
示
し
し
て
参
り
ま
す
。 

 

い

ず
れ

に
し

ろ
、

重
要

な
論

点

に
つ
い

て

御
指
摘

を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

県

と
し

て
は

、
五

合
目

へ
の

理

想
的
な

交

通
シ
ス

テ

ム
を

現
実

の
課

題
と

し
て

議

論
を

進
め

て
い

く
に

当

た
り

、
様

々
な

視
点

か
ら

の

御
指

摘
を

大
い

に
歓

迎
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

現

在
、

私
た

ち
が

提
案

し
て

い

る
Ｌ
Ｒ

Ｔ

に
つ
き

ま

し
て

は
、

い
た

だ
い

た
検

討

課
題

も
含

め
、

し
っ



令和５年１２月議会「富士山登山鉄道構想の技術的確認事項について」 
公明党 質問（一括） 佐野弘仁 

7/7 

か
り
と
研
究
・
検
証
を
進
め
て
参
り
ま
す
。 

 
ま

た
、

Ｌ
Ｒ

Ｔ
以

外
の

具
体

的

な
提
案

に

つ
き
ま

し

て
も

、
し

っ
か

り
と

吟
味

・

勘
案

し
、

議
論

の
熟

度
を
高
め
て
参
り
ま
す
。 


